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検証内容

教育版レゴ マインドストーム EV3の生産・販売時期によって、超音波センサーの性能に差がないかを検証しました。

比較検証に使用したEV3は、以下のものです。

旧ハードウェア：2013年9月頃販売

新ハードウェア：2014年10月頃販売

検証した内容は以下の点です。

検証①：超音波センサーの外観に相違点がないかを確認。

検証②：超音波センサーの各モードにおいて、TOPPERS/HRP2カーネル環境を使用し、測定値に差がないかを確認。

検証①　外観の相違点

超音波受発信部のメッシュ素材に相違が見られました。

[旧センサー] [新センサー]
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検証②　センサーの各モードにおける測定値の差

■モード：DIST-CM（距離／cm）

検証方法：

・センサーと対象物との距離を少しずつに変化させて10秒間0.1秒ごとの値を計測する。

・対象物との距離は約3cm～60cmの範囲とする。

・読み取った値に大きな差がないか検証する。

測定結果：

測定①（データログファイル：us_dist_log_1.txt）

経過時間（単位：s） 0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1.6 1.7 1.8 1.9 2.0

旧センサー（単位：cm） 10 10 10 12 12 12 13 13 14 14 15 16 17 17 18 18 19 20 21 22 22

新センサー（単位：cm） 10 10 10 11 12 12 13 13 13 14 14 15 16 17 18 18 19 19 21 21 22

（以降省略）
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測定②（データログファイル：us_dist_log_2.txt）

経過時間（単位：s） 0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1.6 1.7 1.8 1.9 2.0

旧センサー（単位：cm） 3 4 5 5 5 6 7 7 8 8 9 9 9 10 10 10 10 11 12 12 12

新センサー（単位：cm） 3 4 4 5 5 5 6 6 7 8 8 9 9 9 10 10 10 11 11 12 12

（以降省略）
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測定③（データログファイル：us_dist_log_3.txt）

経過時間（単位：s） 0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1.6 1.7 1.8 1.9 2.0

旧センサー（単位：cm） 5 5 5 5 5 6 6 7 7 8 8 9 9 10 10 11 11 11 12 12 12

新センサー（単位：cm） 4 5 5 5 5 5 6 6 6 7 8 8 9 9 10 10 11 11 12 12 12

（以降省略）

結論：

２つのセンサーの差異は、最大でも2cm未満でした。

超音波センサーの計測制度が+/- 1cmなので、誤差の範囲と考えられ、

新、旧のセンサーによる違いはないと考えられます。
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■モード：LISTEN（存在）

検証方法：

・センサーの対面から超音波の発信ON/OFFをくり返し、10秒間0.1秒ごとの値を計測する。

・読み取った値に大きな差がないか検証する。

測定結果：

測定①（データログファイル：us_listen_log_1.txt）

経過時間（単位：s） 0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1.6 1.7 1.8 1.9 2.0

旧センサー 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

新センサー 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※１：ON／０：OFF （以降省略）
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測定②（データログファイル：us_listen_log_2.txt）

経過時間（単位：s） 0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1.6 1.7 1.8 1.9 2.0

旧センサー 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

新センサー 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※１：ON／０：OFF （以降省略）

結論：

２つのセンサーの差異は、ほぼ見られず、最大で0.1秒でした。

新、旧のセンサーによる違いはないと考えられます。
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